17.Micro vascular anastomosingにおける予後決定因子の考察(第563回千葉医学会例会・整形外科例会) by 渡部,恒夫 et al.
175 第563四千葉医学会例会・整形外科例会 
13. 高度骨変化を伴う変形性膝関節症の 1治験
。山本日出樹，富田 裕，宣保晴彦
船津恵一(金沢病院)
松井宣夫(千大)
膝関節特発性骨壊死に起因したと思われる変形性膝関
節に対し，人工膝関節置換術を施行。術前の疹痛，歩行
時動揺は消失し，満足すべき結果が得られた。膝関節特
発性骨壊死の病因診断，治療など， 若干の考按を加え
た。 
14. 	 手根管症候群の 4例 
0南昌平，竹内孝，村礼i憲太
吉野紘正，野平勲一(国立習志野)
井幡宏(井幡整形)
症例 1は 38歳，男， 左母， 示，中指の知覚障害と共
に，手関節のガングリオンを認めた症例であった。症例
では48歳，女で知覚障害，母指球筋萎縮を認め，症例 3
は46歳，女で、知覚障害あり， 2例共，頚腕障害として治
療されていた。症例 4は67歳，女で頚椎椎間板症との合
併例であった。我々は極めて，稀な原因である，ガング
リオンによる例を含め， 4 {7"iJの手根管症候群手術例を経
験し，術後成績も諸家の報告の如く， 良好な結果を得
た。 
15. 	 ばね指並 DeQuervain鵬鞘炎の手術統計一 
11年開放置された先天性掲指ばね指の興味ある 
1例を中心として
立岩正孝(立岩病院) 
7年 6ヶ月聞に行った手術例は199例209t旨となる。年
齢別にみると 5歳以下と 40歳より 60歳にかけての成人と
にピークがある。若年者ばね指は母指に多発レ性別に差
はなく左右差はない，一般的に先天性母指ばね指と呼ば
れるが母指のみで、なく中指・薬指・小指にも起る。成人
ばね指は女性に多く男性の約 4倍である。指別では母指
に多く，ついで、中指・薬指と起る。 DeQuervain腿鞘
炎は女性の左側に多く起る傾向がある。 
16. 	 両前腕切断の 1例
長尾竜郎(九州労災・リハビリ)
両前腕切断者は極めて障害が大きく，そのリハビリテ
ーションは非常に困難であることが多いが，演者は両前 
J宛切断者の一例に，両側クノレケンベノレグ手術，及び能動
義手を与え，完全に職場復帰せしめ得たので報告した。
義手は，右に APRLフック，クイック・チェンジ式
リスト， リスト屈曲装置，左に APRLハンドを処方し
た。これにより， 患者は ADL，自動車運転，必要な職
業動作(配電設計)を全て可能となった。 
17. Micro vascular anastomosingにおける予後
決定因子の考察 
O渡部恒夫，玉置哲也，小林英夫
宮坂斉，高橋和久，遠藤富士乗
(千大) 
1975年 8月以来我々は20例の切断肢指再接着症例を経
験することが出来たが，これら症例のうち術後循環障害
により壊死を来たし，再度切断したものは 5例 6肢指で
ある。その内訳けは前腕切断  1，切断指 4{7"tl5指であ
る。その原因は前腕切断は広範な myonecrosisによる
血管縫合部の結合不全によると思われ，切断指では受傷
機転，断端の状態， coolingの有無，抗凝固斉IJの管理等
の問題点をそれぞれ示唆していた。 
18. 所謂乳児先天股脱の観血的整復例と非観血的整
復例の比較検討 
O佐久川輝章，篠原寛休，藤塚光慶
住吉徹是，飯島信行(松戸市立)
過去  6年間当院の先股脱治療総数は 432例であり完全
脱臼165例だった。そのうち生後 6ヶ月以前治療開始130
例中リーメンビューゲノレのみで治療の得られたのは 111
例85.4%であった。今回はその他の難行例19例につき検
討した。難行群19例中非観血的整復12例と観血的整復例 
7例について比較検討した結果，手術後問題はあるにし
ても関節造影で明らかな整復障害因子が認められたらあ
まり年齢にこだわらず積極的にそれらを除去すべきと考
える。 
19. 	 当院における新生児検診について 
0竹内孝，村山憲太，野平勲一
吉野紘正，南 昌平(国立習志野)
昭和43年 7月より 51年 9月までに6156名に検診を行っ
た。脱臼は69名 click(十) 65名 click (ー )4名，見逃
し例14名16関節である。胎児肢位と脱臼との関係を調べ
るため，非脱臼児1538名レ線  Film444名脱臼児24名を
検査した。膝伸展膝不完全屈曲型が，非脱臼児の頭位で
は 6%骨盤位では45%であるが，脱臼児では70%と更に
高率を示している。この事は Wilkinsonの述べている
